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第5回

天
仲
寺
山
は
幕
末
の
剣
聖「
島
田
虎
之
助
」

修
練
の
地

　

中
津
藩
の
下
級
藩
士
の
４
男
と
し
て
中
津
に
生
ま
れ
た
島
田
虎
之
助
（
１
８
１
４
年
〜

１
８
５
２
年
）は
、少
年
時
代
か
ら
剣
の
道
に
生
き
る
決
意
が
固
く
、昼
は
中
津
の
道
場
で
、

夜
は
一
人
山
国
川
を
渡
っ
て
天
仲
寺
山
に
登
り
、
剣
術
の
修
練
に
精
進
し
ま
し
た
。
十
八

歳
の
と
き
、
九
州
各
地
に
武
者
修
行
に
出
て
、
各
地
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
す
一
方
で
自

分
の
未
熟
さ
を
悟
り
、
心
の
修
養
と
剣
の
修
行
に
励
み
ま
し
た
。
そ
の
後
も
天
仲
寺
山
で

修
練
を
積
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
保
十
八
年
（
１
８
３
７
年
）
に
は
、
江
戸
浅
草

の
新
堀
に
直
新
影
流
の
道
場
を
開
き
、
門
下
生
の
勝
海
舟
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

虎
之
助
は
、剣
術
の
目
標
を「
剣
心
一
致
」と
し
、精
神
の
統
一
を
強
調
し
ま
し
た
。ま
た
、

剣
の
才
能
は
素
晴
ら
し
く
、「
幕
末
の
剣
聖
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
え
を
刻
ん
だ

石
碑
が
、
修
練
の
地
で
あ
る
天
仲
寺
公
園
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歌
手
の
氷
川
き
よ
し
さ
ん
の
「
一
剣
」
と
い
う
歌
は
、
虎
之
助
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
曲
が
発
売
さ
れ
た
当
時
の
平
成
18
年
、
氷
川
さ
ん
ご
本
人
が
虎
之

助
修
練
の
地
で
あ
る
天
仲
寺
公
園
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
虎
之
助
の
功
績
を
た
た
え
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
吉
富
歴
史
文
化
の
会
や
吉
富

町
武
道
館
少
年
剣
道
教
室
を
中
心
と
し
た
島
田
虎
之
助
顕
彰
武
道
演
武
大
会
実
行
委
員
会

が
隔
年
で
「
島
田
虎
之
助
顕
彰
少
年
剣
道
形
演
武
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

大
会
の
開
催
年
で
、
今
月
４
日
㈰
に
第
９
回
大
会
が
吉
富
町
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
全
日
本
剣
道
連
盟
が
定
め
る
日
本
剣
道
形
を
、「
剣
心
一
致
」
の

精
神
で
演
武
す
る
も
の
で
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
剣
士
た
ち
が
、
日
頃
の
成
果
を
精
一

杯
披
露
し
ま
す
。

剣
術
の
腕
を
磨
い
た
天
仲
寺
山

剣
心
一
致
の
教
え

今
月
開
催
「
島
田
虎
之
助
顕
彰
少
年
剣
道
形
演
武
大
会
」

ふ
る
さ
と
吉
富
町

私
た
ち
が
暮
ら
す
「
吉
富
町
」
に
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
数
々
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
は
現
在
の
快
適
な
生
活
の
ベ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
ふ
る
さ
と
吉
富
町
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第８回島田虎之助顕彰少年剣道形演武大会 （平成２６年９月）

剣心一致の碑（天仲寺公園）
現在の山国川
（虎之助が修行した当時は橋は無かった。）

剣
は
心
な
り　

心
正
し
か
ら
ざ
れ
ば　

剣
ま
た
正
し
か
ら
ず　

剣
を
学
ば
ん
と
欲
す
れ
ば　

ま
ず
心
よ
り
学
ぶ
べ
し


